
 
 
 
 

 

緑
内
障
は
、
世
界
中
の
国

で
、
中
途
失
明
の
原
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
病
気
で
あ
り
、
日

本
で
も
、
現
在
の
失
明
原
因
の

第
一
位
が
緑
内
障
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
治
療
の
進
歩
に
よ

り
、
緑
内
障
は
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
す
れ
ば
、
失
明
す
る

可
能
性
の
低
い
病
気
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
緑
内
障
に
よ
る
失

明
を
減
ら
す
に
は
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
緑
内
障
と
い
う
病
気

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

 

3

月
の
「
世
界
緑
内
障
週

間
」
で
も
、
世
界
中
で
緑
内
障

の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。  

緑
内
障
に
つ
い
て
知
ろ
う 

【寄稿】 

 
 
 
 

早
期
発
見
・早
期
治
療
を 

 
 

【
緑
内
障
の
治
療
】 

 

1.
薬
物
治
療 

 

緑
内
障
の
タ
イ
プ
・
重
症
度
・
眼
圧
値
な 

 

ど
に
よ
り
、
適
し
た
点
眼
薬
を
用
い
る
。 

2.
レ
ー
ザ
ー
治
療 

 

眼
の
一
部
に
レ
ー
ザ
ー
で
穴
を
あ
け
て
、 

 

眼
内
を
循
環
し
て
い
る
液
体(

房
水)

の 

 

流
れ
を
変
え
、
眼
圧
を
下
げ
る
。 

3.
外
科
的
治
療
（
手
術
） 

 

薬
物
治
療
や
レ
ー
ザ
ー
治
療
が
奏
功
し
な 

 

か
っ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
。 

 

眼
内
を
循
環
し
て
い
る
液
体(

房
水)

を 

 

排
出
し
や
す
く
す
る
。 

 
 

 

緑
内
障
の
治
療
は
あ
く
ま
で
病

気
の
進
行
を
ゆ
っ
く
り
に
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
喪
失
し
た
視

力
や
視
野
は
、
治
療
に
よ
っ
て
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

最
も
重
要
な
の
は
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
で
す
。
健
診
で
の

眼
底
検
査
な
ど
で
異
常
を
指
摘
さ

れ
な
く
て
も
、
40
歳
を
過
ぎ
た
ら

一
度
は
眼
科
で
検
査
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

緑
内
障
と
は 

  

眼
球
は
、
目
の
中
を
循
環
す

る
液
体
（
房
水
）
に
よ
っ
て
、

ほ
ぼ
一
定
の
圧
力
が
眼
内
に
発

生
し(

眼
圧)

、
形
状
が
保
た
れ

て
い
ま
す
。 

 

緑
内
障
と
は
、
主
に
こ
の
眼

圧
が
高
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

視
神
経
が
傷
つ
き
、
徐
々
に
視

野
が
狭
く
な
っ
て
い
く
疾
患
で

す
。
日
本
に
お
け
る
中
途
失
明

の
原
因
第
一
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。

40

歳
以
上
の

20

人
に
１

人
、
70
歳
以
上
の
10
人
に
１
人

が
緑
内
障
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
眼
圧
が
正
常
値
で

も
緑
内
障
に
な
る
「
正
常
眼
圧

緑
内
障
」
が
緑
内
障
患
者
の
多

く
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
判
明

し
て
お
り
、
眼
圧
測
定
の
み
で

な
く
、
眼
底
検
査
・
視
野
検
査

も
緑
内
障
の
早
期
発
見
に
お
い

て
非
常
に
重
要
で
す
。 

 

眼圧検査 

 

せんだい総合健診クリニック 

 院長 石垣洋子 

患者さんの目に器械を直接接触させて眼圧を

測定する器械や、目に圧縮した空気を吹き込

んで眼圧を測定する器械など、いくつかの種

類がある。 

緑内障の検査 

健康診断などで受ける眼底検査でも 

緑内障の可能性がわかります 

隅角検査 

眼底検査  
 
 

緑
内
障
の
症
状 

  

緑
内
障
の
自
覚
症
状
と
し
て

は
、
見
え
な
い
場
所
が
出
現
す

る
、
あ
る
い
は
見
え
る
範
囲
が

狭
く
な
る
と
い
う
症
状
が
最
も

一
般
的
で
す
。 

 

急
激
に
眼
圧
が
著
し
く
上
昇

し
た
場
合
（
急
性
緑
内
障
発

作
）
は
、
眼
痛
・
充

血
・
眼

の

か
す
み
の
ほ
か
、
頭
痛
や
吐
き

気
を
自
覚
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。 

【
9
割
は
気
づ
か
ず
に
放
置
】 

 

多
く
の
場
合
、
緑
内
障
は
視

野
が
狭
く
な
る
ペ
ー
ス
が
と
て

も
ゆ
っ
く
り
な
の
で
、
初
期
の

段
階
で
は
視
覚
障
害
が
あ
っ
て

も
病
気
に
気
が
付
く
人
は
ほ
と

ん
ど
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
両
目

は
お
互
い
の
視
力
を
補
い
合
う

性
質
が
あ
る
の
で
、
自
覚
症
状

で
気
が
付
く
頃
に
は
、
緑
内
障

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

主に緑内障の診断のために行う検査。 

専用のコンタクトレンズを用いて、目の中を

循環する液体（房水）が眼から出入りする場

所（隅角）を観察し、狭くなっていないか、

詰まっていないかなどを診る。 

視神経の障害の程度を判定するために行う検

査。視神経の眼球の出口（視神経乳頭）には 

小さなくぼみがあり、緑内障だとこのくぼみ

が広がる。健診では「視神経乳頭陥凹拡大

（ししんけいにゅうとうかんおうかくだ

い）」と記載されるので、この所見があった

ら早めに眼科受診を。 

 

 

 

 

 
 

超高速光干渉断層計（OCT） 

また、近年では視神経を客観的・立体的に捉

えることができる三次元画像解析装置が発

達。超高速光干渉断層計（OCT)は、網膜を

輪切りにした画像を見ることができるため、

視神経の厚みや陥凹の程度を測定しやすい。 

視神経乳頭 
眼圧が高くな

ると視神経が

障害され凹み

が広がる 

 日本人の眼圧の正常

範囲は、だいたい 

10～20㎜Hgです 

視野検査 

見える範囲を調べる検査。 

特殊な機械の前に座り、小さな光が見えるか

見えないかでボタンを押す。緑内障の進行具

合を判断するために重要な検査。 

 

緑
内
障
は
、
早
期
発
見
が
と
て
も

重
要
で
す
。
通
常
の
健
診
の
中
で

は
、
視
力
、
眼
圧
、
眼
底
検
査
が
一

般
的
で
す
が
、
緑
内
障
診
断
に
欠
か

せ
な
い
視
野
検
査
は
あ
ま
り
実
施
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
目
に

症
状
を
感
じ
な
く
て
も
、
健
康
診
断

で
眼
圧
・
眼
底
検
査
に
異
常
が
な
く

て
も
、
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
眼
科
を
受

診
し
、
一
年
に
一
回
、
視
野
検
査
も

受
け
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
画
期
的

な
検
査
で
も
あ
る
「
O

C

T
検
査
」

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
正
常
眼
圧
緑

内
障
を
早
期
に
発
見
で
き
ま
す
。 

 

目
は
、
と
て
も
大
切
な
臓
器
で

す
。
私
達
は
見
え
て
当
た
り
前
の
様

に
思
っ
て
い
ま
す
が
、
目
が
霞
む
、

見
え
に
く
い
な
ど
の
症
状
は
生
活
の

質
が
低
下
す
る
大
き
な
原
因
の
一
つ

で
す
。
目
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
っ

か
り
行
う
こ
と
が
健
康
長
寿
の
た
め

に
大
切
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 


